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　子どもに関する社会問題，すなわち，子育て不安・困難，児童虐待，家庭内・学校内
のいじめ等は少子現象に起因しているように思われる．現在の少子時代では，子どもも
大人も，子どもとの接触体験が少なくなってきている．また，現在子育てをしている人
やこれから子育てをしていく人に加え，子育てを支援する専門家やその養成段階の学生
ですら，子どもとの接触体験は少なくなってきている．
　子どもとは，どのように成長発達していくのか，どのような遊びをするのか，どのよ
うなものの見方・考え方をするのか，などを捉えることは子どもとの接触体験が少ない
現状では難しい．
　このような現状を受けて保育士養成課程が見直されることとなり，「小児保健」「小児
保健実習」が新しく講義科目の「子どもの保健Ⅰ」および演習科目としての「子どもの
保健Ⅱ」へ変更され，2011（平成23）年度より施行された．
　保育士としての活躍の場は，従来，働く保護者の留守家庭における健康な子どもの保
育であった．しかし，社会状況が様変わりした現在においては，健康な子どものみなら
ず，発達障害など障害をもつ子どもの統合保育までと保育士の活躍の範囲と期待は大き
く広がってきている．
　そこで，本書はその役割拡充のための保育士・幼稚園養成課程の学生を対象としてい
るほか，関係職員の方にも活用していただけるように，内容を洗練し，まとめた．
　またこの本書を通して，これから母親になろうとしている家族の方々にもお役に立て
れば幸いである．

　今回「子どもの保健」を作成するにあたり，中山書店の編集部の皆さんをはじめ，快
く分担執筆にご協力いただき，かつ，編集協力をしていただいた諸先生方に深く感謝申
し上げます．

　2012年11月

日本赤十字豊田看護大学小児看護学教授

大西 文子
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2章  小児の発育を知る

成長発達の一般的原則1
1.		成長発達の一般的原則を理解する．

.

•		子どもの成長発達は，いくつかの原則に基づいて進行していく．
•		成長発達が早い子どもと遅い子どもがいるが，一般的原則は同じである．

方向性・順序性がある（図 2―1―1）

•		頭部から足の方向へ進む．
•		身体の中心部から末梢の方向へ進む．　

急速に発達する時期と緩慢な時期がある
•		各器官によって成熟する時期や速さが異なる．スキャモンは，全身の器官を
リンパ系型，中枢神経系型（脳，脊髄），一般型（筋肉，骨格，呼吸器，消化
器，循環器，血液量など），生殖器型に分類し，各臓器の発育を図式化して
いる（図 2―1―2）．
•		ある器官や機能が成熟する過程には，決定的に重要な時期（臨界期）があり，
臨界期に適切な刺激が加われば成長発達が促される．反対に，臨界期に必要
な刺激がなければ成長発達が阻害されてしまう．
•		身長や体重は病気や障害によって一時的に成長が妨げられても，身体状況が
改善すると病気になる前よりも速い速度で成長が追いつく（キャッチアップ
現象）．

個人差がある
•		遺伝的要因や環境的要因（家庭環境，社会的環境，健康状態など）の影響を受
ける．
•		諸器官の成熟に応じた経験を促すことで，学習および発達は促進される．

Check
シール
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1  成長発達の一般的原則

　　　	 成長発達の一般的原則
1．成長発達には，方向性・順序性があり，（　　　）から（　　　）の方向へ，身
体の（　　　）から（　　　）の方向へ進む．

2．成長発達には，急速に発達する時期と緩慢な時期とがあり，（　　　）期に適
切な刺激が加わることで促進される．

3．成長発達は，遺伝的要因や環境的要因に影響を受けるため，（　　　）差があ
る．

解答　	 　

［1］	 頭部，足，中心部，末梢

［2］	 臨界

［3］	 個人

自己学習

（歳）

（
出
生
）

202 4 6 8 10 12 14 16 18

年齢

生殖器型

一般型

中枢神経系型

リンパ系型

（％）
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0

20歳の発育を100として，
各年齢の値をその百分比
で表している．

スキャモンの臓器別発育曲線図 2-1-2

（Scammon	RE.	The	measurement	of	the	body	in	children.	In：	Harris	JA,	et	al.	editors.	
The	Measurement	of	Man.	University	of	Minesota	Press；	1930．）

発達の方向図 2-1-1
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2章  小児の発育を知る

形態的発達2
1.		各年齢における形態的発達の特徴を理解する．

.

体重
•		出生時の平均体重（2010 年）は，男児 2,980 g，女児 2,910 g である（表 2―2―

1）．
•		生後 3～4か月には出生時体重の約 2倍，1歳時には約 3倍に増加する．
•		体重の増加量は，乳児期前半が最も多く，その後徐々に減っていく（表 2―2

―2）．

身長
•		出生時の平均身長（2010 年）は，男児 48.7 cm，女児 48.3 cmである（表 2―2―

1）．
•		1 歳時には出生時身長の約 1.5倍，4歳時には約 2倍になる．
•		乳児期前半に急激な増加がみられ，幼児期に入ると徐々に増加がゆるやかと
なる．
•		学童期後半になると，女児の身長が急激に増加し，その後男児の身長が急激
に増加する．

胸部
•		出生時の平均胸囲（2010 年）は，男児 31.6 cm，女児 31.5 cmである（表 2―2―

1）．
•		1 歳時には，約 44～46 cmになる．
•		出生時の胸囲は頭囲より小さいが，1歳前後から胸囲のほうが大きくなる．
•		乳児は腹式呼吸を行っているが，胸郭と筋肉の発達に伴い胸式呼吸へと変化
していく．3～7歳ごろまでは胸腹式呼吸，それ以降は胸式呼吸となる．

頭部
•		出生時の平均頭囲（2010 年）は，男児 33.5 cm，女児 33.1 cmである（表 2―2―

1）．
•		生後 6か月で約 42～43 cm，1歳時には約 44～46 cmと，生後 6か月までに
急速に発達する．
•		頭囲の成長は，脳の発達と重要な関連があり，出生時約 400 g の脳は，生
後 2か月で約 2倍，1歳時には約 3倍になる．

Check
シール
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2  形態的発達

•		1 歳 6 か月ごろまでの乳幼児は，骨縫合に間隙がみられる．前頭骨と頭頂骨
に囲まれた部分を大泉門，頭頂骨と後頭骨に囲まれた部分を小泉門という
（図 2―2―1）．大泉門は 1歳 6か月ごろ，小泉門は生後 3か月ごろに閉鎖す
る．

生歯
•		乳歯は，生後 6～8か月ごろに生え始め，2～3歳で上下 10本ずつ計 20本
が生えそろう（図 2―2―2）．
•		乳歯は 5～6歳ごろから抜け始め，同時に永久歯が生え始める．
•		永久歯は，第 3臼歯を除いて 12～13歳ごろまでに計 28本生えそろう．第
3臼歯は 17～21 歳に生えるが，上下 4本すべてが生えないこともある．第 3
臼歯が 4本生えそろうと，永久歯は計 32本となる．
•		乳歯の萌出時期は，妊娠中の母親の栄養状態の影響を受ける．また，永久歯
の萌出時期は，乳幼児期の栄養状態の影響を受ける．したがって，乳歯・永
久歯ともに萌出時期は個人差が大きい．

後頭骨

前頭骨

頭頂骨

小泉門

大泉門

大泉門の閉鎖：1歳6か月ごろ
小泉門の閉鎖：3か月ごろ 

後ろ

前

頭部：大泉門と小泉門図 2-2-1

出生時の体重・身長・胸囲・頭囲の平均値（2010年）表 2-2-1

男 女
体重（g） 2,980 2,910

身長（cm） 48.7 48.3

胸囲（cm） 31.6 31.5

頭囲（cm） 33.5 33.1
（厚生労働省雇用均等・児童家庭局．平成 22 年乳幼児身体発育調査報告書；2011．）

小児の平均体重増加量表 2-2-2

年　齢 平均体重増加量
1～3か月 25～30 g／日
3～6か月 20～25 g／日
6～9か月 15～20 g／日
9～12か月 7～10 g／日
1～2歳 1.5～3.0 kg／年
2～3歳 1.0～1.5 kg／年
3～5歳 0.7～1.5 kg／年
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2章  小児の発育を知る

骨
•		骨は，身体の発育に伴い，長さ・太さ・密度を増して成熟していく．
•		低身長など成長の遅れが認められた場合には，左手のX線像から手根骨の
化骨化をみて骨年齢を判定する．

身体のバランス
•		年齢が小さいほど，身長に対して頭が大きい．
•		身長と頭のバランスは，新生児では 4：1，2歳ごろでは 5：1，6歳ごろでは
6：1，12 歳ごろでは 7：1となる（図 2―2―3）．

　　　	 形態的発達
体重
1．体重は，生後 3～4か月に出生時の約（　　　）倍，1歳時には約（　　　）倍
になる．

身長
2．身長は，1歳になると出生時の約（　　　）倍，4歳になると約（　　　）倍に
なる．

自己学習

6か月

7か月

8か月

9か月

10か月

11か月

1歳

1歳 1か月

1歳 2か月

1歳 6か月

2歳

3歳

5～6歳　永久歯への生えかわり

歯の生え方図 2-2-2
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2  形態的発達

頭部
3．頭囲の成長は脳の発達と関連があり，出生時約（　　　）gの脳は，生後 2か
月で約（　　　）倍，1歳時には約（　　　）倍になる．子どもの骨縫合には間
隙があり，前頭骨と頭頂骨に囲まれた部分を（　　　）といい，（　　　）歳（　
　　）か月ごろに閉鎖する．また，頭頂骨と後頭骨に囲まれた部分を（　　
　）という．

生歯
4．乳歯は，生後（　　　）か月ごろに生え始め，2～3歳で上下（　　　）本ずつ
生えそろう．永久歯に生え変わるのは（　　　）歳ごろである．

身体のバランス
5．身長と頭のバランスは，新生児では（　　　）：1，（　　　）歳ごろでは 5：1，
（　　　）歳ごろでは 6：1，（　　　）歳ごろでは 7：1となる．

解答　	 　

［1］	 2，3

［2］	 1.5，2

［3］	 400，2，3，大泉門，1，6，小泉門

［4］	 6～8，10，5～6

［5］	 4，2，6，12

4頭身

新生児

5頭身

2歳

6頭身

6歳

7頭身

12歳

身体のバランス図 2-2-3
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